
1 基本情報

2 利用状況を把握するための指標 3 令和２年度の収支状況 （単位：千円）

4 前年度の評価員会議の主な意見及び対応

納　　 　付 　　　金 －

前年度の評価員会議の主な意見 対応状況

・理念である「通常の生活をおくる権利を可能な限り保証す
る」とは、どういう生活を保障するのか、検証されたい。

・利用者一人一人の人生において、楽しみや生きがい、やりがいを
持ち、また安らぎのある自分らしい生活を送れるように支援すること
から、令和２年度から理念を「 “自分らしさ”を応援します」に変更し
ます。

・多様化する利用者一人一人に必要な支援を提供するため
に、家族･職員･利用者本人との情報共有が大切であるた
め、さらなる取り組みを期待する。

・利用者、家族を交えて、個別支援計画を作成し、支援を進めていき
ます。また、面会や電話連絡、広報誌等により、家族へ利用者の日
頃の様子を報告していきます。

人   件   費 176,086

施設管理費 10,511

そ   の   他 53,535

差   　　　　　　  引 63,196

指 定 管 理 業 務 の 内 容

指標
利用者数
（単位：人）

収  入  計 303,328

利 用 料 金 301,633
Ｈ３０ 1,559

指定管理料 0
Ｒ１ 1,517

そ   の   他 1,695
Ｒ２ 1,598

支  出  計 240,132

・障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律（平成17年法律第123号）（以下「障
害者総合支援法」という。）第５条第１１項の規定により、知的障害者につき施設入所支援を行うととも
に、施設入所支援以外の施設障害福祉サービスを行う業務。
・障害者総合支援法第第５条第８項に規定する短期入所（児童福祉法第４条第２項に規定する障害児及
び知的障害者福祉法にいう知的障害者のうち１８歳以上である者に係るものに限る。）を行う業務。
・施設の管理に関すること。
・その他仕様書に定めること。

令和２年度　指定管理者評価結果票

所     管     課 健康福祉部障害福祉課

評価対象期間 R2.4.1 　 ～　R3.3.31 

指 定 管 理 者

名     称 社会福祉法人岐阜県福祉事業団

構 成 員 　　－

所 在 地 岐阜市下奈良２丁目２番１号

指定期間

施 設 概 要 
名     称 岐阜県立みどり荘

所 在 地 岐阜市中西郷１－５５

H28.4.1 ～ R3.3.31
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5 評価員会議による評価結果

＜評価基準＞

6 県による評価結果

＜評価基準＞

S 優れた管理運営がなされており、かつ十分な実績・成果を上げている

A 優れた管理運営がなされている

B 適正な管理運営がなされている

C 改善を要する

３ 協定書等に基づき、適切な管理運営がなされている

２ 協定書等に基づき、概ね適切な管理運営がなされているが、一部に更なる工夫や改善を要する

１ 改善を要する

最終評価 評価の考え方

A

・協定書に定めるサービス水準を満たし、適切に管理されている。
・利用者一人一人のニーズに即したサービスの提供に努めた。
・理念の見直しをし、分かりやすい理念とした。
・人材の育成、研修の取り組みを進めて、職員間の共通理解につなげている。
・コロナ禍で交流行事は中止であるが、ボランティア、実習生などは対策を講じながら受け入れを行う
ことができた。

４ 協定書等に定める水準を上回る管理運営がなされている

公共性の確保の状況 3.8

・防災対策について、地域代表者との連携に努めている
・事件・事故などへの対応策の見直し、検証に努めること
・日中一時支援の体制をより充実して欲しい
・コロナ禍での感染症予防対策を講じる中、この地域の拠点施設として、入所の
みならず、短期入所等も対策をとり、工夫して可能な限り受け入れを行っている

経営状況 3.8

・リーダー会議等において収支状況の報告・共有化を図って効率的な執行に努め
ていること
・コロナ禍、収入は増加、支出は抑制されている様に見えるが、これをして適正
だったかどうかは判断できない
・施設整備のきめ細やかな支援を提供されることを期待したい

派生的効果 3.8 ・コロナ禍で交流行事は中止であるが、ボランティア、実習生などは対策を講じな
がら受け入れを行うことができた。

５ 定書等に定める水準を上回る管理運営がなされており、かつ特筆すべき実績・成果を上げている

評      価      項      目 
評価点
(平均点)

評価員の主な意見

管理基準の充足状況 3.8
・利用者一人一人のニーズに即したサービスの提供に努めたこと
・理念の見直しをし、分かりやすい理念としたこと
・施設の求められる役割について、施設と職員が一体となって進めること
・理念の具現化に努力されたい

設置目的の充足状況 3.8
・人材の育成、研修の取り組みを進めて、職員間の共通理解につなげている
・利用者の生活が豊になるために、「利用者が考え、利用者で決めていく」支援者
が留意することはこの点にある


